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【大進会 　現場心得３ｶ条】



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具： 標示
備考：

1

実施時期： 着工時

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

正面ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞに立ち入り禁止標示を設置する。

注意：標示は工事看板に巻き付け保存。

工事看板の設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 着工前

実施者： ﾘｰｽ業社

工事看板（許可、労災）、現場心得を設置

看板

敷地ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞの設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 着工前

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督、ﾘｰｽ業社

両端に専用杭を設置しﾌﾟﾗﾁｪｰﾝをかける。（状
況によりｾｰﾌﾃｨｰｺｰﾝも併用）

専用杭とﾌﾟﾗﾁｪｰﾝ（若しはｾｰﾌﾃｨｰｺｰﾝ）

作業中もﾊﾞﾘｹｰﾄﾞをする。

関係者以外立ち入り禁止の標示

実施項目： 仮設工事

ー環境ﾏﾆｭｱﾙー



施工方法：

用具： 砂利(切り込み砕石）
備考：

施工方法：

用具： ｸｯｼｮﾝｷｰﾊﾟｰ
備考：

施工方法：

用具： ＰＰｼｰﾄ
備考：

2

実施時期： 足場組立時

実施者：

実施時期： 足場組み立て後

実施者： 足場業社

衝突防止用に、足場建地にｸｯｼｮﾝｷｰﾊﾟｰを取り
付け保護する。

足場設置部養生

実施項目： 仮設工事

足場業社

足場下にｼｰﾄを敷き、飛ばないように杭でしっ
かり止める。杭ﾋﾟｯﾁ１ｍ。

実施時期： 基礎着工～引渡し

実施者： 基礎業社

道路から玄関、駐車ｽﾍﾟｰｽ部分に砂利を敷き
詰める。（ｱｽﾌｧﾙﾄ下地併用）

衝突防止材設置

実施項目： 仮設工事

環境整備（外部）ｱﾌﾟﾛｰﾁの保護

実施項目： 基礎工事



施工方法：

用具： メッシュｼｰﾄ
備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具： 標識
備考：

3

足場ｼｰﾄを設置する。緩みの無いよう結束する

紐が外れていたら結び直す。

環境整備（外部）仮設ﾄｲﾚ清掃

実施項目：

足場ｼｰﾄの設置

実施項目： 仮設工事

工事全般

実施時期： 着工～引き渡し

実施者： ﾘｰｽ業者

仮設ﾄｲﾚ使用後の清掃

実施時期： 上棟時

実施者： 足場業社

掃除用具設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 着工時

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

掃除道具を１箇所にまとめて置いておく。（工事
看板裏面）

掃除用具一式



施工方法：

用具： 標識
備考：

施工方法：

用具： 標示
備考：

施工方法：

用具： ﾈｯﾄ
備考：

4

実施項目： 仮設工事

実施時期： 着工～引き渡し

実施者： ﾘｰｽ業者

仮設ﾄｲﾚの清掃表設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 着工～引き渡し

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

仮設ﾄｲﾚ清掃表を設置し、清掃したら名前を記
載。

※定期的な清掃（基礎工事完了時、大工造作
時、仕上げ時）目標３回。

仮設ﾄｲﾚの使用注意点標示

標示設置

一人一人が綺麗に使用する。汚したら清掃。

ｺﾞﾐ籠に飛散防止ﾈｯﾄ設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 木工事～引渡し

実施者： 産廃業社

ｺﾞﾐが飛び散らからないようにネットを設置



施工方法：

用具： ﾎﾟﾘﾌｨﾙﾑ（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）
備考：

施工方法：

用具： ﾄﾝﾊﾟｯｸ
備考：

施工方法：

用具： 標識
備考：

5

ｺﾞﾐかご下にｼｰﾄを設置。撤去後にｺﾞﾐが残らな
いようにする。

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ無料廃棄

実施項目： 仮設工事

実施時期： 木工事～引渡し

ｺﾞﾐ籠下にｼｰﾄを設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 木工事～引渡し

実施者： 産廃業社

実施者： 産廃業社

ｺﾞﾐ籠と同時にﾄﾝﾊﾟｯｸを入れ、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ類を入
れる。

産廃の分別

実施項目： 仮設工事

実施時期： 木工事～引渡し

実施者： 全業社

混合、GW、ＰＢ、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、SF。

※注意：ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ･空き缶､弁当殻等は各自で
持ち帰り。



施工方法：

用具： ﾎｰｽ
備考：

施工方法：

用具： 養生ｼｰﾄ
備考：

施工方法：

用具：

備考：

6

実施者： 左官業者

ﾓﾙﾀﾙ仕上げ後、土台水切りからﾎﾟﾛﾏｽｶｰで基
礎を囲うように養生を行う。

ﾎﾟﾛﾏｽｶｰ

実施者： 左官（ﾀｲﾙ）業者

ﾀｲﾙ施工完了後、養生ｼｰﾄ等でﾀｲﾙ面の養生を
行う。

ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き養生

実施項目： 仮設工事

実施時期： ﾓﾙﾀﾙ刷毛引き施工後

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

ﾎｰｽを設置する。

作業で汚れた時は清掃する。

ﾀｲﾙ施工後の養生

実施項目： 仮設工事

実施時期： ﾀｲﾙ施工後

水道ﾎｰｽの設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 着工時



施工方法：

用具： ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ
備考：

施工方法：

用具： 養生ﾃｰﾌﾟ
備考：

施工方法：

用具：

備考：

7

実施項目： 換気工事

実施時期： 換気工事後ﾌｰﾄﾞ取り付けまで

注意：ﾎﾞｲﾗｰｽﾘｰﾌﾞ管も同様。

実施者： 施工業社

ｽﾘｰﾌﾞ取り付け後、ｽﾘｰﾌﾞ管を養生ﾃｰﾌﾟで雨が
入らないよう養生する。

換気ｽﾘｰﾌﾞ穴養生

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ工事時養生

実施項目： 外装工事

実施時期： ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ工事中

実施者： ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ施工業社

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ作業ｽﾍﾟｰｽはﾌﾞﾙｰｼｰﾄを敷き作業を
行う。

作業後は刃材、釘等の清掃をしっかり行いｺﾞﾐ
を残さない。

材料養生

実施時期： 大工工事

実施者： 大工

外部に保存する材料は養生を行う。ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ
がバタつかない様固定する。

ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ



用具： 養生ｼｰﾄ（ﾌﾞﾙｰｼｰﾄ）
備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具： ｸｯｼｮﾝｷｰﾊﾟｰ
備考：

8

玄関ﾄﾞｱ養生

実施項目： 大工工事

実施時期： 玄関ﾄﾞｱ取り付け後から引渡しまで

実施者： 大工（木工事完了後は各現場作業員）

実施時期： 土台敷時

玄関内養生

実施項目： 大工工事

実施者： 大工

玄関床に養生ｼｰﾄ設置。

実施時期： 玄関ﾄﾞｱ取り付け後

実施者： 大工

玄関ﾄﾞｱ枠、敷居をｸｯｼｮﾝｷｰﾊﾟｰで養生する

玄関ﾄﾞｱの取り付け後、枠の養生をする。ﾄﾞｱ本
体は搬入時の養生を使用。

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

しっかり養生をすることにより、傷等の損
傷を防ぐ。

実施項目： 玄関ﾄﾞｱ養生

環境整備（外部）



施工方法：

用具： 標示
備考：

施工方法：

用具： ラック
備考：

施工方法：

用具： ｸﾞﾗｽｳｰﾙ梱包再利用
備考：

9

実施時期： 大工、仕上げ工事

実施者： 全業社

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ梱包等を利用し各所に配置し処理す
る。

ｺﾞﾐ箱に入れる際はそのまま隙間なく入れ
る。

個別ｺﾞﾐ袋

実施項目： 大工工事

掃除用具、材料棚設置

実施項目： 大工工事

実施時期： 木工事

実施者： 大工

資材（釘、養生テープ等）のラック設置

現場の整理整頓

実施時期： 玄関ドア設置～引渡し

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

標示を作成し、仮設ﾄｲﾚ若しくは玄関ﾄﾞｱ面に設
置

喫煙は車の中とする。喫煙ﾏﾅｰ厳守。

標識（敷地内禁煙）

実施項目： 大工工事



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

10

大工工事

ｷｯﾁﾝｶｳﾝﾀｰ養生

実施者：

大工

実施項目： 大工工事

しっかり養生をすることにより、傷等の損
傷を防ぐ。

実施時期： 木工事

実施者： 大工

ｷｯﾁﾝｶｳﾝﾀｰの取り付け後、直ちに養生する。

小口もしっかり養生をする。

ｷｯﾁﾝの取り付け後、直ちに扉、ｶｳﾝﾀｰ等を養
生する。

ｷｯﾁﾝ養生

実施項目：

ｷｯﾁﾝ施工業社

下駄箱養生

実施項目：

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

実施者：

実施時期：

下駄箱の取り付け後、直ちにﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙにて扉、
ｶｳﾝﾀｰ等を養生する。

木工事

備品工事

実施時期： 木工事

梱包ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

設備、電気工事で養生を剥がした再は、
必ず元に戻す。



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

11

階段施工後

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

実施者： 大工

階段の取り付け後、養生ﾎﾞｰﾄﾞで直ちに養生す
る。

蹴込みも隙間無く養生を行う。

実施時期：

実施時期：

実施時期： 木工事

実施者：

備品工事実施項目：

実施項目：

実施項目： 大工工事

窓台の取り付け後、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙにて直ちに養生す
る。

注意：窓台には道具等を置かない。

食器棚施工業社

養生ﾎﾞｰﾄﾞ、養生ﾃｰﾌﾟ

木工事

実施者： 大工

大工工事

食器棚養生

食器棚の取り付け後、直ちに扉、ｶｳﾝﾀｰ等を養
生する。

梱包用ﾋﾞﾆｰﾙ、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

設備、電気工事で養生を剥がした再は、
必ず元に戻す。

内部階段養生

仕上げ建材養生（窓台）



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

12

※注意：施工後、ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ内は材料等入
れない。

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ養生

実施項目： 備品工事

実施時期： ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ施工後

床の施工後養生ﾎﾞｰﾄﾞを使用し養生を行う。部
屋の端まで敷き詰める。

養生ﾎﾞｰﾄﾞとの間にｺﾞﾐがかまないよう清掃
し養生する。

仕上げ建材養生（笠木）

実施者： 大工

養生ﾎﾞｰﾄﾞ、養生ﾃｰﾌﾟ

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

標識、ﾎﾟﾘﾌｨﾙﾑ

床養生

実施項目： 大工工事

実施時期： 床施工後

笠木の取り付け後、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙで直ちに養生す
る。

小口もしっかり養生を行う。

実施者： ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ施工業社

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ施工後、内外養生をし、物入れ禁止
の標示をする。

実施項目： 大工工事

実施時期： 木工事

実施者： 大工



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

13

実施者： 大工

ｶｳﾝﾀｰ設置後、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ等で養生する

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

棚板養生

実施項目： 大工工事

実施時期： 施工後

実施者： 大工

棚設置後、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ等で養生する

ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、養生ﾃｰﾌﾟ

玄関框養生

玄関框施工後、直ちに床養生材で養生する。

実施項目： 大工工事

実施時期： 框施工後

実施者： 大工

養生ﾎﾞｰﾄﾞ、養生ﾃｰﾌﾟ

ｶｳﾝﾀｰ養生

実施項目： 大工工事

実施時期： 施工後



施工方法：

用具： 養生ﾎﾞｰﾄﾞ、ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ
備考：

施工方法：

用具： ｺﾞﾐ箱
備考：

施工方法：

用具： 養生紙
備考：

14

実施者： ｸﾛｽ業社

ｸﾛｽ張り機械下、２重養生

実施者： 電気工事業社

石膏ボード開口時は床に粉を受ける箱などを
設置し、少しでも汚さないようにする。分別処理

現場を石膏で汚さない様、注意する。

ｸﾛｽ糊付け機械下床養生

実施時期： ｸﾛｽ工事

実施者： 大工

ﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ加工台下には、床養生ﾎﾞｰﾄﾞの上
にﾌﾟﾗｽﾀｰﾎﾞｰﾄﾞ敷き養生する

電気PB開口施工時の養生

実施項目： 電気工事業社

実施時期： 電気PB開口時

作業台床養生

実施項目： 大工工事

実施時期： ﾌﾛｱｰ施工後～作業台設置前



施工方法：

用具： ﾗｯｸ
備考：

施工方法：

用具： 木材
備考：

施工方法：

用具： 配線クリップ、または釘
備考：

15

実施者： 大工

電源ｹｰﾌﾞﾙを壁天井に設置。足元すっきりさせ
る。

木工事

実施者： 大工

現場木材で造作。資材を壁に収納し足元すっ
きりさせる。

電気ｹｰﾌﾞﾙ整理整頓

実施項目： 大工工事

実施時期： 木工事

実施項目： 大工工事

実施時期： 上棟後

実施者： 大工

現場ごとにラックを用意し設置。道具、釘･ﾋﾞｽ
等の整理整頓。

実施項目： 大工工事

道具、資材の整理整頓

資材の整理整頓

実施時期：



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

16

実施項目：

実施時期：

実施者：

スリッパ　・　ケース

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

お施主様用のスリッパを準備し、
ケースに収納しておく。
設置場所は玄関の見やすい所。

※注意：ｽﾘｯﾊﾟ入れの上に物を置かない。

実施項目：

実施時期：

実施者：

お施主様用スリッパ設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 上棟時



用具：

備考：

用具：

備考：

施工方法：

用具： 仮設用電気ポール、電気ＢＯＸ
備考：
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ー安全ﾏﾆｭｱﾙー

作業中も開け放しにしない。退場時設置の
確認。（全業者）

実施時期： 着工前

着工前

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

仮設ﾄｲﾚに緊急時連絡先を設置

敷地ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞの設置

実施項目： 仮設工事

仮設電気の設置

実施時期：

ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞにより関係者以外の侵入を防ぐととも
に、通行人の安全を確保する。

着工前

専用杭とﾌﾟﾗﾁｪｰﾝ（若しはｾｰﾌﾃｨｰｺｰﾝ）

標示

緊急時連絡先の標示

実施項目： 仮設工事

実施時期：

実施項目： 仮設工事

着工前に、担当監督が指示した場所に、仮設電
気の設置。フタは常時閉じる。（全業者）、退場
時ブレーカー切り確認（全業者）

電気ボックスは割れ・ヒビのないものを使用す
る。250×300以上のボックスを使用。現場退場
時ブレーカーが切れていること確認。

実施者： 電気業者

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督、足場業社



施工方法：

用具： 保安ＢＯＸ一式
備考：

実施項目：

実施時期：

実施者：

施工方法：

用具： 仮設足場、ﾈｯﾄ、ｲﾒｰｼﾞｼｰﾄ
備考：

実施項目： 仮設工事

実施時期： 足場設置～足場解体まで

実施者： 足場業社

施工方法：

用具： 足場階段、ｹﾞｰﾄ、注意看板
備考：
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足場階段・入口扉設置

※注意：建地を登らないこと。　ｹﾞｰﾄは開
けっ放しにしないこと（全業者）

仮設足場設置時に扉と看板を取り付ける。手す
りを設ける

ﾈｯﾄ、ｲﾒｰｼﾞｼｰﾄの設置

仮設足場の設置。足場にはネットとｲﾒｰｼﾞｼｰﾄを
取付。固定ひもはすべて結ぶ。

ネットを外した場合、作業終了後即座に復旧す
る。（全業者）

仮設工事

足場組み立て時

足場業社

保安ＢＯＸ設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 工事看板設置時

実施者： 仮設ﾄｲﾚﾘｰｽ業社

内：消火器・救急箱・ﾍﾙﾒｯﾄ設置・ｽﾘｯﾊﾟ



施工方法：

用具： 泥除ﾏｯﾄ、雑巾
備考：

施工方法：

用具： 養生材（ＰＰシート）、ｸｯｼｮﾝｷｰﾊﾟｰ
備考：

施工方法：

用具： 作業床
備考：
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仮設足場設置前後

仮設工事

実施時期：

作業床

実施項目： 仮設工事

実施時期： 仮設足場設置時

実施者： 現場監理

衝突防止材設置

実施項目： 仮設工事

足場を泥で汚すことなく綺麗な状態で使用する。

靴に泥がついてたら必ず落としてから足場を使
用する。

玄関入り口近くの仮設足場や、外部建具開閉時
に不具合が生じる箇所への設置。現場に出入り
する人の安全を確保する。

地面養生材はU型ﾌｯｸにて固定すること。
ｸｯｼｮﾝｷｰﾊﾟｰはひもで結束

仮設足場設置時

実施者： 足場業社

昇降口に泥除けマット設置

実施時期：

実施項目：

実施者： 足場業社

作業床は４０ｃｍ以上とする。作業床と躯体の間
は３０ｃｍ以下。

作業床に道具や資材など物を置かないこと。



施工方法：

用具： 手すり、中桟
備考：

施工方法：

用具： 壁控え、養生部材
備考：

施工方法：

用具： 火打ち材
備考：
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実施項目： 仮設工事

実施時期： 足場設置時～解体まで

実施者： 足場業社

落下防止手すり、中桟設置

実施時期： 足場業社

実施者： 大工

取付の際、建物側に半割り木材を固定しそこに
圧縮ｼﾞｬｯｷを設置。建地２スパンごとに設置。控
え先端のｺﾞﾑによる汚れを防止するために養生
材を取り付ける。

手すりの高さは８５ｃｍ以上。中桟は３５ｃｍ以上
５０ｃｍ以下。

物の落下防止としてメッシュシートを張ること

足場壁控え設置

実施項目： 仮設工事

実施者： 足場業社

足場最上部に火打ちを設置。　なるべく45°に
なるように設置。コーナーから１スパン以上2ス
パン以下とする。

壁控えを外し施工した場合、施工後即座に復旧
をすること。（全業者）

火打ち材の設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 足場設置時～解体まで



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具： 親綱
備考：
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足場作業床に資材、道具の置きっぱなし禁止

足場作業床に長時間、材料や道具を置きっぱな
しにしたり立てかけたりしない。（休憩中注意！）

転倒事故の要因になるので、絶対にしない。

足場取り外し放置禁止標示

実施項目： 仮設工事

実施項目： 仮設工事

実施時期： 足場設置時～解体まで

実施者： 現場作業員

実施者： 足場業社

足場建地にしっかり固定。移動は作業員にて行
う。（２階床梁施工時、屋根施工時等）

足場復旧の標識を足場の見やすいところに設
置。ただし、基本的には取りはずしたりしない。

標識

親綱の設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 足場設置時～解体まで

実施時期： 足場設置時～解体まで

実施者： 足場業社



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具： ヘルメット
備考：

22

ﾍﾙﾒｯﾄ、安全帯の着用標識を設置

墜落、転倒による事故防止。必ず着用。

実施項目： 仮設工事

実施時期： 足場設置時～解体まで

実施者： 大進ﾎｰﾑ現場監督

ﾍﾙﾒｯﾄ、安全帯着用標示

標示

落下防止ﾈｯﾄ設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 建て方作業中

実施者： 大工

２階床梁（小屋梁）施工時、直ちに専用ﾌｯｸを使
用しﾈｯﾄ設置

ﾈｯﾄ、専用金具

ヘルメットの着用の厳守

実施項目： 仮設工事

実施時期： 外部、高所作業時。

実施者： 外部作業員

あご紐はきちんと締める。

※注意：有効期限の切れたものは使用しないこ
と。



施工方法：

用具：

備考：

施工方法：

用具： 仮設ｱﾙﾐ梯子
備考：

施工方法：

用具： 木材、ｺﾝﾊﾟﾈ
備考：
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吹き抜け部仮床設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 建て方時

実施者： 大工

開口部分に木材を渡しﾋﾞｽ留めした上に、ﾍﾞﾆｱ
板を敷きﾋﾞｽで固定。

仮床は落下の危険性が無くなりまで外さない。

墜落制止用器具(安全帯）使用

実施項目： 仮設工事

実施時期： 高所作業時

実施者： 高所作業者

安全帯（ﾌﾙﾊｰﾈｽ、胴ベルト）

室内梯子の設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 上棟作業時～階段設置まで

実施者： 搬入：足場ﾘｰｽ業者　設置：大工

上棟時に設置。梯子の下部は滑り止め、上部は
釘(バンド)にて固定。　手すり設置。

※注意：脚立を梯子代わりに使用しない



施工方法：

用具： 材木
備考：

用具：

備考：

用具： 安全ｶﾊﾞｰ
備考：
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実施者： 丸のこ使用者

巻き込まれないように丸鋸使用時は軍手を着用
しないこと

安全な作業場となるよう乱雑にしない。

脚立作業

実施項目： 仮設工事

実施時期： 脚立作業時

実施者： 脚立使用者

天板に乗らない。梯子代わりに使用しない。開き
止め金具を留める。

実施項目： 仮設工事

実施時期： 常時

階段部仮手すり設置

実施項目： 仮設工事

実施時期： 建て方時

実施者： 大工

材木をﾋﾞｽで固定。

手すりははずさないこと。

丸鋸（安全カバーを固定しない）
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